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９月生産ア
ル

ミ
圧

延
品

13カ
月

増
タ
イ
向
け
な
ど
輸
出
け
ん
引

　
日
本
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
協
会
が
こ
の
ほ
ど
発
表
し

た

9月
の
ア
ル
ミ
圧
延
品
（
板
・
押
出
合
計
）の
生

産
量
は
前
年
同
月
比

5・

2％
増
の

17万

6
3
9

8㌧
で
、

13カ
月
連
続
で
前
年
実
績
を
上
回
っ
た
。

Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
タ
イ
工
場
向
け
に
輸
出
す
る
素
条
な
ど

が
生
産
量
を
押
し
上
げ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
部
品
向
け

の
板
や
押
出
の
好
調
も
寄
与
し
た
。

　
冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
白

井
啓
一
・
ア
ル
ミ
缶
リ
サ

イ
ク
ル
協
会
理
事
長
（
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
製
缶
・
取
締

役
相
談
役
）
は
、「
内
閣
総

理
大
臣
賞
と
、

3Ｒ
会
長

賞
を

3団
体
が
受
賞
し
た

こ
と
は
、
推
薦
し
た
協
会

と
し
て
も
喜
ば
し
く
名
誉

な
こ
と
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、「
協
会
は
ア
ル
ミ

缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ロ
ー

に
関
係
す
る
会
社
で
構
成

し
て
お
り
、
会
員
各
社
の

ビ
ジ
ネ
ス
に
リ
サ
イ
ク
ル

が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
根
本
で
あ
る

は
ず
の
ア
ル
ミ
缶
の
回
収

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
り
に

く
い
の
が
現
状
。
皆
さ
ん

の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
リ
サ
イ
ク
ル
を
支

え
て
い
た
だ
い
て

い
る
」
と
感
謝
の

意
を
表
し
た
。

　
来
賓
の
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
井
上

幹

6・
経
済
産
業

省
製
造
産
業
局
非
鉄
金
属

課
長
は
、「
リ
サ
イ
ク
ル
を

突
き
詰
め
る
、
地
域
に
根

付
か
せ
る
、
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
取
り
組
む
、
そ
し
て

啓
発
す
る
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
る
人
た
ち
が
今
回
受

賞
し
た
」
と
述
べ
た
。
さ

ら
に
、「
わ
れ
わ
れ
は
リ
サ

イ
ク
ル
を
社
会
的
な
重
要

課
題
と
捉
え
て
い
る
。
み

な
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、

課
題
を
一
つ
ず
つ
克
服
し

て
い
き
た
い
」と
話
し
た
。

　
内
閣
総
理
大
臣
賞
の
宝

酒
造
は
、「
容
器
の

3Ｒ
に

リ
フ
ュ
ー
ズ（
発
生
回
避
）

を
加
え
た

4Ｒ
活
動
は
、

日
々
の
仕
事
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
当
た
り
前

の
こ
と
を
継
続
し
粘
り
強

く
や
っ
て
き
た
こ
と
が
、

受
賞
に
つ
な
が
っ
た
」
と

述
べ
、「
弊
社
で
リ
サ
イ
ク

ル
の
仕
組
み
を
作
っ
た
先

輩
方
に
も
感
謝
し
た
い
」

と
語
っ
た
。

　
ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル

協
会
の
お
祝
い
会
に
先
立

ち
、

2
0
1
4年

度

3Ｒ

推
進
功
労
者
等
表
彰
式
が

東
京
・
千
代
田
区
の
Ｋ
Ｋ

Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
で

行
わ
れ
た
。
関
芳

弘
・
経
産
産
業
大

臣
政
務
官
が
、
安

倍
晋
三
首
相
に
か

わ
り
、「
宝
酒
造
の

取
り
組
み
は
、
新

た
な
容
器
を
使
用

せ
ず
中
身
だ
け
を

販
売
す
る
焼
酎
の

量
り
売
り
と
い
う

手
法
の
導
入
に
よ

り
、
空
き
容
器
の
発
生
を

回
避
す
る
画
期
的
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
。
こ
れ
ま
で

個
別
販
売
店
で
小
規
模
に

行
わ
れ
た
例
は
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
メ
ー
カ
ー

が
こ
れ
だ
け
の
規
模
で
行

っ
て
い
る
例
は
ほ
か
に
な

い
」
と
の
祝
辞
を
紹
介
し

た
。

　
そ
の
後
、
宝
酒
造
は
内

閣
総
理
大
臣
賞
の
内
容
に

つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
っ
た
。同
社
は
、

焼
酎
や
清
酒
、
チ
ュ
ー
ハ

イ
、
本
み
り
ん
な
ど
を
製

造
し
、
ガ
ラ
ス
瓶
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
ア
ル
ミ
缶
、

紙
パ
ッ
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
容
器
に
充
填
し
販
売
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
商
品
の

中
身
が
消
費
さ
れ
た
後
に

発
生
す
る
空
容
器
は
、
社

会
に
大
き
な
環
境
負
荷
を

与
え
て
い
る
。
同
社
で
は

空
容
器
問
題
へ
の
取
り
組

み
を
自
然
環
境
保
護
と
並

ぶ
環
境
活
動
の

2本
柱
と

位
置
づ
け
、
長
年
に
わ
た

り
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
。

　

1
9
8
9年

に
日
本
で

初
め
て
缶
か
ら
タ
ブ
（
引

き
金
）
が
外
れ
な
い
ス
テ

イ
オ
ン
タ
ブ
（
Ｓ
Ｏ
Ｔ
）

を
採
用
。

94年
に
主
力
商

品
で
あ
る
宝
焼
酎
「
純
」

「
純
」レ
ジ
ェ
ン
ド
を
リ
タ

ー
ナ
ブ
ル
化
。

98年
に
焼

酎
の
量
り
売
り
を
開
始

し
、
現
在
も
継
続
し
て
実

施
し
て
い
る
。
商
品
開
発

で
は
、
余
分
な
容
器
を
買

わ
ず
必
要
な
も
の
中
身
だ

け
を
購
入
す
る
リ
フ
ュ
ー

ズ
を
加
え
た

4Ｒ
の
取
り

組
み
を
、
同
社
独
自
で
進

め
て
い
る
。

希土類（レアアース）価格希土類（レアアース）価格

（ＣＩＦ日本、純分99％、

キロ当たりドル）

10月29日 9月平均

酸化ランタン 5.80 5.80

酸化セリウム 5.50 5.50

酸化プラセオジム 121.50 121.50

酸化ネオジム 63.50 63.50

酸化サマリウム 7.50 7.50

酸化ユウロピウム 750.50 750.50

酸化テルビウム 640.50 640.50

酸化ジスプロシウム 380.50 380.50

酸化イットリウム 14.80 14.80

金属ネオジム 86.00 86.00

金属ジスプロシウム 500.00 500.00

金属プラセオジム･ 90.00 90.00

ネオジム

国際地金価格換算国際地金価格換算 10月29日

（トン当たり）

ＬＭＥセツル 日本円換算 理論輸入採算値

◎銅Ａグレード 6,859.50㌦ 748,577円 792,455円

◎アルミＨＧ 1,990.50㌦ 217,223円 230,256円

◎錫ＨＧ 19,755.00㌦ 2,155,863円 2,205,863円

◎鉛 2,019.00㌦ 220,333円 260,333円

◎亜鉛ＳＨＧ 2,252.50㌦ 245,815円 288,815円

◎外為ＴＴＳ 109.13（円、三菱東京ＵＦＪ銀行）

14年7月の鉱石輸入通関実績

7月数量 7月金額 1―7月数量 1―7月金額
(トン ) (1000円 ) (トン ) (1000円 )

…………………………………………………………………………
▽二酸化マンガン鉱
合計 125 6,739 935 53,351
中国 ― ― 60 4,471
ベトナム 80 3,124 520 20,473
オランダ ― ― 79 6,245
ブラジル 21 1,640 225 17,486
ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ 24 1,975 48 3,978
ガボン ― ― 3 698
…………………………………………………………………………
▽マンガン鉱（含有率39％超）
合計 116,432 2,653,130 670,188 16,082,278
米国 ― ― 20 3,990
ガボン 10,002 229,006 38,827 1,123,890
南アフリカ 64,200 1,546,210 435,611 10,253,103
オーストラリア 42,230 877,914 195,730 4,701,295
…………………………………………………………………………
▽マンガン鉱（その他のもの）
合計 597 8,930 47,696 847,764
ブラジル ― ― 175 6,597
南アフリカ 597 8,930 47,521 841,167
…………………………………………………………………………
▽含鉄マンガン鉱
合計 ― ― 2,020 34,469
インド ― ― 20 835
南アフリカ ― ― 2,000 33,634
…………………………………………………………………………
▽銅鉱
合計 431,653 83,165,055 3,042,150 626,387,067
フィリピン 16,799 4,020,475 123,506 31,201,423
インドネシア ― ― 75,716 15,425,131
ラオス ― ― 10,712 1,621,184
インド ― ― 15,066 2,005,938
ドイツ ― ― 0 583
カナダ 55,674 11,089,024 243,699 46,968,722
米国 0 269 41,460 6,856,173
メキシコ ― ― 46,434 8,288,857
ペルー 47,441 7,632,952 372,432 63,765,693
チリ 243,998 44,106,845 1,584,641 308,229,467
ブラジル ― ― 11,026 2,088,396
アルゼンチン ― ― 43,868 9,914,356
タンザニア 1,547 1,112,561 7,213 4,273,046
オーストラリア 22,944 5,719,009 303,058 88,389,262
ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱ 43,250 9,483,920 163,319 37,358,836
…………………………………………………………………………
▽ニッケル鉱
合計 324,406 3,681,978 2,764,672 20,268,930
フィリピン 182,715 2,488,268 1,559,605 12,132,262
インドネシア ― ― 350,734 1,858,793
英国 ― ― 0 612
ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ 141,691 1,193,710 854,333 6,277,263
…………………………………………………………………………
▽アルミニウム鉱
合計 32,274 346,354 219,696 2,460,572
中国 2,244 83,798 25,138 904,645
台湾 12 910 12 910
インド 30,018 261,646 194,504 1,551,910
ドイツ ― ― 41 2,814
米国 ― ― 1 293
…………………………………………………………………………
▽鉛鉱
合計 18,593 3,462,998 63,066 15,151,045
米国 8,200 833,812 9,274 1,171,865
ペルー 4,991 1,139,624 5,574 1,328,176
ボリビア ― ― 5,417 1,553,809
ブラジル ― ― 98 21,772
オーストラリア 5,402 1,489,562 42,703 11,075,423
…………………………………………………………………………
▽亜鉛鉱
合計 110,045 8,003,611 535,248 39,036,055
ロシア ― ― 9,000 610,485
オーストリア 7 3,730 33 19,804
トルコ ― ― 1,151 79,759
カナダ 100 1,837 11,912 1,020,412
米国 35,739 2,768,718 90,431 7,222,416
メキシコ ― ― 37,261 2,412,331
グアテマラ ― ― 16 1,961
ペルー 33,729 2,196,356 113,592 7,638,426
ボリビア 9,873 890,289 99,887 8,690,913
オーストラリア 30,597 2,142,681 171,965 11,339,548
…………………………………………………………………………
▽クロム鉱
合計 12,842 476,484 78,711 3,068,443
韓国 ― ― 42 2,420
中国 ― ― 40 2,016
フィリピン 101 3,361 5,533 220,570
インド 9,371 329,688 27,908 1,235,527
パキスタン 320 17,588 4,328 237,342
オマーン 140 4,981 1,500 56,795
トルコ 499 20,756 2,370 96,702
南アフリカ 2,411 100,110 36,990 1,217,071
…………………………………………………………………………
▽タングステン鉱
合計 30 75,048 202 471,193
ポルトガル 30 75,048 140 364,624
ロシア ― ― 62 106,569
…………………………………………………………………………
▽モリブデン鉱（焼いたもの）
合計 3,428 6,146,354 22,886 33,770,761
韓国 198 375,812 1,116 1,743,481
中国 40 73,774 100 157,770
ベトナム 259 503,530 1,075 1,689,747
ベルギー 40 72,376 360 503,452
カナダ 369 752,994 2,448 3,839,130
米国 281 549,152 2,825 4,242,518
メキシコ 180 357,641 1,862 2,791,549
チリ 2,061 3,461,075 13,100 18,803,114
…………………………………………………………………………
▽モリブデン鉱（その他のもの）

合計 11 29,055 23 64,343
オランダ ― ― 0 1,355
オーストリア 1 4,378 3 13,629
米国 10 24,677 20 49,359
…………………………………………………………………………
▽チタン鉱（イルメナイト）
合計 8,232 183,825 81,386 1,861,831
韓国 ― ― 2,500 33,352
インド 2,000 49,332 31,820 769,821
ロシア 6,052 128,697 6,120 131,005
モザンビーク ― ― 25,507 616,420
オーストラリア 180 5,796 15,439 311,233
…………………………………………………………………………
▽チタン鉱（その他のもの）
合計 2,285 206,558 89,139 7,847,292
中国 ― ― 5 1,057
ベトナム 980 78,072 5,080 456,153
タイ ― ― 36 5,923
マレーシア ― ― 1,113 140,375
インド 504 39,654 18,411 2,056,129
ウクライナ 21 2,176 3,449 491,155
カナダ ― ― 10,006 976,705
シエラレオネ ― ― 3,666 154,287
南アフリカ 200 20,961 38,789 2,944,090
オーストラリア 580 65,695 8,584 621,418
…………………………………………………………………………
▽ジルコニウム鉱
合計 508 84,750 22,253 3,239,971
中国 7 2,040 8 4,054
台湾 20 2,952 100 15,463
ベトナム 60 6,234 246 24,761
インドネシア ― ― 0 523
インド ― ― 880 98,686
ロシア 42 14,519 2,058 727,986
ウクライナ ― ― 313 37,804
米国 53 17,592 216 73,483
南アフリカ 100 12,723 5,209 592,618
オーストラリア 226 28,690 13,223 1,664,593
…………………………………………………………………………
▽アンチモン鉱
合計 ― ― 9 10,227
オーストリア ― ― 9 10,227
…………………………………………………………………………
▽灰および残留物（ハードジンクスペルター）
合計 439 84,079 1,828 333,687
タイ 102 19,451 161 30,044
インドネシア 98 17,701 661 113,300
米国 138 26,477 508 92,852
オーストラリア 101 20,450 498 97,491
…………………………………………………………………………
▽灰および残留物（亜鉛を主成分とするもの）
合計 4,358 301,627 43,165 2,833,524
韓国 578 46,531 3,136 228,449
台湾 3,124 189,983 34,284 2,037,985
タイ ― ― 39 6,034
マレーシア ― ― 426 35,138
フィリピン ― ― 66 11,476
英国 ― ― 41 3,734
ドイツ 229 13,197 928 45,964
イタリア ― ― 21 2,016
トルコ ― ― 832 66,961
カナダ ― ― 39 3,108
米国 246 34,774 2,508 311,215
グアテマラ ― ― 21 1,333
南アフリカ 181 17,142 621 61,057
オーストラリア ― ― 203 19,054
…………………………………………………………………………
▽灰および残留物（銅を主成分とするもの）
合計 279 2,527,935 1,208 6,540,762
韓国 ― ― 19 1,844
台湾 ― ― 219 12,416
ベトナム 24 7,779 77 26,246
フィリピン 90 3,339 298 10,180
インドネシア ― ― 65 8,835
ドイツ ― ― 39 6,466
スペイン 76 2,511,824 209 6,459,029
カナダ 19 1,056 19 1,056
米国 70 3,937 263 14,690
…………………………………………………………………………
▽灰および残留物（アルミを主成分とするもの）
合計 4,009 408,091 9,858 787,800
韓国 3,376 397,625 6,112 705,698
中国 ― ― 952 31,685
台湾 33 4,916 463 17,334
タイ 140 2,520 680 12,240
マレーシア 400 1,350 1,211 9,408
フィリピン ― ― 20 255
インドネシア 60 1,680 420 11,180
…………………………………………………………………………
▽灰および残留物（アンチモン、ベリリウム、カドミウム、クロムを含
有するもの）
合計 ― ― 58 2,253,589
スペイン ― ― 58 2,253,589
…………………………………………………………………………
▽灰および残留物（その他のもの）
合計 1,284 9,658,539 6,636 60,105,238
韓国 263 588,534 1,456 3,812,625
中国 6 85,673 345 135,647
台湾 221 1,333,244 2,046 7,591,768
ベトナム ― ― 21 1,760
タイ 50 36,114 53 63,198
シンガポール 95 82,011 97 105,240
フィリピン 9 7,859 13 18,234
インドネシア 184 7,159,361 808 46,550,186
ベルギー ― ― 56 20,465
ドイツ ― ― 128 50,857
スペイン ― ― 67 946,697
ロシア 66 1,881 506 14,559
米国 179 4,015 770 78,421
コロンビア ― ― 25 2,324
ベネズエラ 189 20,159 189 20,159
チリ 10 338,601 20 689,828
南アフリカ 12 1,087 36 3,270

1―9月期決算（連結）
(単位：100万円、中段は前年同期、下段は通期予想）

売上高 営業利益 経常利益 純利益

カナレ電気

7,327 1,125 1,188 820

6,679 765 809 519

9,950 1,300 1,380 915

4―9月期連結決算
（単位：100万円、配当は円、中段は前期、下段は通期予想）

売上高 営業利益 経常利益 純利益 配当

丸運

23,473 13 52 20 3

23,738 280 259 289 3

48,300 590 650 400 7

沖電線

5,694 319 331 302 0

5,109 138 200 180 0

11,350 510 540 490 3

東邦チタニウム

16,830 3,561 3,741 3,824 0

15,071 2,933 3,293 3,350 0

33,200 3,000 3,100 2,700 0

アサヒホールディングス

51,632 4,674 4,713 2,909 30

47,884 5,260 5,395 3,277 30

111,000 10,400 10,300 6,400 60

　
電
線
総
合
技
術
セ
ン
タ

ー
（
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）
は

23日
、
日
本
電
線
工
業
会

の
協
賛
を
得
て
、
ホ
テ
ル

レ
ガ
ロ
福
岡
（
福
岡
市
博

多
区
）
で
「

2
0
1
4年

度
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
九
州
研

修
会
」
を
開
催
し
た
。
出

席
者
は
、
地
元
の
電
線
メ

ー
カ
ー
を
主
体
に

29人
。

　
今
回
は
、「
日
本
の
電
線

産
業
の
概
要
と
最
近
の
動

向
」「
電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
の

劣
化
と
寿
命
」「
電
線
・
ケ

ー
ブ
ル
の
各
種

燃
焼
試
験
の
概

要
お
よ
び
各
種

国
際
・
海
外
規

格
へ
の
対
応
状

況
」「
電
線
被
覆

用
架
橋
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
・
難
燃

ポ
リ
オ
レ
フ
ィ

ン
の
材
料
概

論
」「
九
州
電
力

配
電
部
門
の
用

品
開
発
ス
タ
ン

ス
と
開
発
動
向
」
に
つ
い

て
報
告
。
川
端
俊
介
・
日

本
電
線
工
業
会
調
査
部
長

ほ
か
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
電

線
技
術
グ
ル
ー
プ
の
山
田

正
治
氏
、
同
燃
焼
技
術
グ

ル
ー
プ
長
の
田
中
孝
氏
、

三
菱
化
学
機
能
性
樹
脂
事

業
部
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ

ー
機
能
Ｐ
Ｏ
開
発
室
の
二

村
達
夫
氏
、
九
州
電
力
お

客
さ
ま
本
部
配
電
技
術
グ

ル
ー
プ
長
の
三
浦
浩
司
氏

が
そ
れ
ぞ
れ
、
講
師
を
務

め
た
。

　
研
修
会
で
は
、
ま
ず
電

線
の
出
荷
数
量
動
向
や
需

要
予
測
、
日
系
企
業
の
海

外
進
出
状
況
な
ど
を
紹
介

し
た
。
そ
の
後
、
電
線
・

ケ
ー
ブ
ル
の
劣
化
事
例
や

熱
劣
化
寿
命
評
価
法
な
ど

を
解
説
。
引
き
続
き
難
燃

試
験
方
法
や
燃
焼
時
に
発

生
す
る
ガ
ス
の
煙
濃
度
、

発
熱
量
、
毒
性
評
価
方
法

な
ど
を
紹
介
し
た
。
そ
の

ほ
か
、
シ
ラ
ン
架
橋
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
と
難
燃
ポ
リ
オ

レ
フ
ィ
ン
の
概
要
に
加

え
、
難
燃
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ

ン
は
最
近
の
材
料
開
発
状

況
も
説
明
し
た
。さ
ら
に
、

九
州
電
力
の
配
電
用
品
開

発
の
ス
タ
ン
ス
や
同
社
規

格
に
関
す
る
意
図
、
直
近

の
開
発
案
件
に
つ
い
て
の

概
要
な
ど
も
解
説
し
た
。

　
ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
は

28日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
如
水
会
館
で
、リ

デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
（

3Ｒ
）推
進
功
労
者
等
受
賞
お
祝
い
会

を
開
催
し
た
。内
閣
総
理
大
臣
賞
の
宝
酒
造
や
、

3Ｒ
推
進
協
議
会
会
長
賞
の
和

歌
山
県
に
あ
る
紀
の
川
東
洋
台
浜
木
綿
ク
ラ
ブ
資
源
集
団
回
収
グ
ル
ー
プ
、
北

関
東
を
中
心
に
展
開
す
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
カ
ス
ミ
、
東
京
の
夢
の
島

公
園
・
夢
の
島
熱
帯
植
物
館
の

3団
体
な
ど
が
出
席
し
た
。

３Ｒ功労者受賞

お祝い会開催
アアルルミミ缶缶リリササイイククルル協協会会

あいさつする
白井理事長

宝
酒
造
が
総
理
大
臣
賞

容
器
発
生
量
抑
え
た
“
４
Ｒ
”

表彰式で賞状を授与される宝酒造

　
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
グ
ル
ー

プ　
（

11月

1日
付
）

　
■
入
社

▽
執
行
役
専
務
広
報
・
Ｃ
Ｓ

Ｒ
・
環
境
戦
略
担
当
兼
Ｌ
Ｉ
Ｘ

Ｉ
Ｌ
専
務
執
行
役
員
Ｃ
ｈ
ｉ
ｅ

ｆ
　
Ｐ
ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｃ
　
Ａ
ｆ
ｆ

ａ
ｉ
ｒ
ｓ
　
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
ｒ

［
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｏ
］
＝
ジ
ン
・
ソ
ン
・

モ
ン
テ
サ
ー
ノ

　
■
執
行
役

▽
執
行
役
専
務
住
宅
・
サ
ー

ビ
ス
事
業
担
当
兼
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

専
務
執
行
役
員
（
執
行
役
専
務

広
報
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
環
境
戦
略
担
当

兼
住
宅
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
担
当

兼
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
専
務
執
行
役
員

Ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
ｆ
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｕ
ｎ

ｉ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ

ｃ
ｅ
ｒ
［
Ｃ
Ｃ
Ｏ
］広
報
・
Ｃ
Ｓ

Ｒ
・
環
境
戦
略
担
当
）松
村
は
る

み

　
日
本
銅
学
会
（
会
長
＝

5田
政
雄
・
古
河
電
気
工

業
会
長
）
は

11月

8、

9

日
の

2日
間
、
横
浜
国
立

大
学
で
第

54回
講
演
大
会

を
開
催
す
る
。
一
般
講
演

発
表
の
ほ
か
、
大
学
教
授

な
ど
に
よ
る
銅
合
金
技
術

に
関
す
る
特
別
講
演
や
論

文
賞
の
授
賞
式
、
懇
親
会

を
行
う
。
前
日
の

7日
に

は
、
海
洋
研
究
開
発
機
構

横
須
賀
本
部
で
の
見
学
会

も
開
催
す
る
。
詳
細
は
次

の
通
り
。

　
▽
日
時
＝

11月

8日

9

時
半
―
午
後

5時
（
懇
親

会

5時

20分
―

7時
）、

9

日

9時
―
午
後

2時

15分

　
▽
会
場
＝
横
浜
国
立
大

学
理
工
学
部
講
義
棟
Ａ

（
神
奈
川
県
横
浜
市
保
土

ヶ
谷
区
常
盤
台

79―

1）

　
▽
特
別
講
演
＝
辻
伸
泰

・
京
都
大
学
教
授
「
銅
合

金
バ
ル
ク
ナ
ノ
メ
タ
ル
の

創
製
と
興
味
深
い
特
性
」、

貝
沼
亮
介
・
東
北
大
学
教

授
「
銅
系
形
状
記
憶
合
金

の
合
金
設
計
・
組
織
制
御

と
実
用
化
」、鳥

海
秀
行
・

日
本
メ
タ
ル
経
済
研
究
所

テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
「
世
界
の
伸
銅
品
産
業

の
現
状
」

　
▽
参
加
費
＝

7
0
0
0

円
（
名
誉
会
員
、
学
生
は

無
料
）

　
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
日

本
伸
銅
協
会
技
術
部
（


03―

3
8
3
6―

8
8
0

1）

九
州
研
修
会
に

地
元

29人
参
加

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

開
催
告
知

開
催
告
知

日
本
銅
学
会
が
講
演
大
会

来
月
８
―
９
日
、
横
国
大
で

　
オ
リ
ン
パ
ス
は
こ
の
ほ

ど
、
製
造
工
程
に
お
け
る

加
工
部
品
や
半
導
体
部
品

・
電
子
部
品
の
形
状
測
定

を
効
率
的
に
行
う
測
定
顕

微
鏡
「
Ｓ
Ｔ
Ｍ

7」
を
発

売
す
る
と
発
表
し
た
。
全

世
界
で
年
間

8
0
0台

の

販
売
を
目
指
す
。

　
非
接
触
の
形
状
測
定
と

金
属
顕
微
鏡
に
よ
る
観
察

が

1台
で
行
え
る
光
学
機

器
。
大
型
の
正
方
形
ス
テ

ー
ジ
に
よ
り
効
率
的
な
測

定
が
可
能
で
、
本
体
台
座

に
高
剛
性
・
高
耐
震
性
の

石
定
盤
を
採
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
安
定
し
た
高
精

度
測
定
を
実
現
し
た
。
さ

ら
に
、
測
定
支
援

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と

顕
微
鏡
用
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
の
併
用

で
、
簡
単
な
操
作

に
よ
り
複
雑
な
形

状
で
も
正
確
に
測

定
で
き
る
よ
う
に

し
た
。

　

30日
か
ら
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
（
東
京
・
有
明
）

で
開
催
さ
れ
る
「
第

27回

日
本
国
際
工
作
機
械
見
本

市
」
に
展
示
す
る
。
価
格

は

1
5
5万

7
5
0
0円

（
税
別
）
か
ら
。

研修会の様子

半
導

体
部

品
対

応
の

測
定

顕
微

鏡
発

売

オ
リ
ン
パ
ス

　
板
類
は
生
産
が

8・

2

％
増
の

10万

6
7
5
3

㌧
、
出
荷
が

8・

4％
増

の

10万

3
6
2
6㌧

で
、

と
も
に

7カ
月
続
け
て
増

加
し
た
。
出
荷
の
け
ん
引

役
と
な
っ
た
の
は
輸
出
。

1万

8
1
2
6㌧

と
、
前

年
同
月
を

29・

7％
上
回

っ
た
。
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
タ
イ
工

場
向
け
に
日
本
か
ら
輸
出

す
る
素
条
と
い
う
一
過
性

の
要
因
が
輸
出
を
押
し
上

げ
た
。
同
社
の
福
井
・
名

古
屋
両
工
場
か
ら
出
荷
さ

れ
る
タ
イ
向
け
の
素
条
の

量
は
、
平
均
で
月

2
3
0

0㌧
規
模
（
産
業
新
聞
推

定
）
と
み
ら
れ
る
。
他
の

軽
圧
メ
ー
カ
ー
が
ア
ジ
ア

に
輸
出
し
て
い
る
缶
材

（
エ
ン
ド
材
）
も
伸
び
て

い
る
。
今
年

2月
、
ア
ル

コ
ア
が
豪
州
で
缶
材
工
場

を
含
む
拠
点
の
閉
鎖
を
発

表
し
た
こ
と
で
、
日
本
メ

ー
カ
ー
へ
の
引
き
合
い
が

増
え
た
こ
と
が
背
景
に
あ

る
。

　
自
動
車
向
け
出
荷
も

2

・

1％
増
の

1万

3
1
0

9㌧
で
前
年
を
上
回
っ

た
。
ド
ラ
イ
バ
ン
用
の
扉

な
ど
、
ト
ラ
ッ
ク
部
品
向

け
の
需
要
が
堅
調
だ
っ

た
。
約

10年
前
の
排
ガ
ス

規
制
強
化
時
に
購
入
さ
れ

た
ト
ラ
ッ
ク
の
更
新
時
期

に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
こ

と
や
、
震
災
復
興
で
需
要

が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど

が
背
景
に
あ
る
。

　
押
出
類
は
生
産
が

0・

9％
増
の

6万

9
6
4
5

㌧
。
微
増
で
は
あ
る
が
、

6月
以
来
の
プ
ラ
ス
と
な

っ
た
。
出
荷
も
同
様
に
、

3カ
月
ぶ
り
に
増
加
に
転

じ
た
。
板
と
同
様
、
自
動

車
向
け
の
需
要
が
伸
び
た

た
。
同
分
野
向
け
の
出
荷

量
は

1万

1
9
0
3㌧

で

前
年
同
期
比

2・

1％
の

増
。
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
向

け
に
限
定
す
る
と

21・

5

％
増
え
た
。
ト
ラ
ッ
ク
の

ア
オ
リ
や
バ
ン
パ
ー
、
荷

台
の
床
面
な
ど
に
使
わ
れ

る
押
出
品
の
需
要
が
増
加

し
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。

　
一
方
、
建
設
向
け
の
出

荷
は

1・

2％
減
の

4万

2
7
4
4㌧

で

3カ
月
連

続
で
落
ち
込
ん
だ
。
消
費

税
引
き
上
げ
に
よ
る
駆
け

込
み
需
要
の
反
動
を
受
け

て
戸
建
て
や
マ
ン
シ
ョ
ン

の
新
築
数
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
た
め
。
国
土
交
通
省

が
発
表
し
て
い
る
新
設
住

宅
着
工
戸
数
は

3月
以
降

マ
イ
ナ
ス
が
続
い
て
お

り
、

8月
も

12・

5％
減

の

7万

3
7
7
1戸
に
と

ど
ま
っ
た
。
ア
ル
ミ
サ
ッ

シ
や
ド
ア
な
ど
は
新
築
で

の
使
用
が
中
心
の
た
め
、

着
工
戸
数
に
連
動
し
て
需

要
が
減
少
し
た
。

　
箔
は
生
産
が

14・

4％

増
の

1万

1
7
1㌧

、
出

荷
が

13・

2％
増
の

9
9

5
6㌧

で
、
双
方
と
も

15

カ
月
連
続
で
前
年
実
績
を

上
回
っ
た
。
出
荷
の
内
訳

は
コ
ン
デ
ン
サ
ー
向
け
が

28・

5％
増
の

2
9
3
4

㌧
。
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
に
使
用
さ
れ
る
パ
ワ
ー

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
の
需

要
増
が
貢
献
し
た
。
食
料

品
向
け
は

1・

7％
増
の

2
6
6
0㌧

。

3・

5％

の
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た

8月

か
ら

2カ
月
ぶ
り
に
プ
ラ

ス
に
転
じ
た
。
た
だ
協
会

に
よ
る
と
、
天
候
不
順
や

目
立
っ
た
ヒ
ッ
ト
商
品
の

不
在
な
ど
で
、

10月
以
降

の
需
要
は
弱
含
み
が
予
想

さ
れ
る
。

アルミ圧延品・箔動向
（単位：トン、％）

14年 前月比 前　年

9月 同月比

▽生　産

　板　類 106,753 16.6 8.2

　押出類 69,645 20.2 0.9

　合　計 176,398 18.0 5.2

　箔 10,171 22.2 14.4

▽出　荷

　板　類 103,626 15.5 8.4

　押出類 70,100 21.2 1.7

　合　計 173,726 17.7 5.6

　箔 9,956 18.3 13.2

▽在　庫

　板　類 50,980 6.0 18.4

　押出類 8,297  6.4  23.1

　合　計 59,277 4.1 10.1

　箔 6,604 0.6 13.6

業績予想修正（連結） （単位：100万円）

上段は前回予想、下段が修正予想

売上高 営業利益 経常利益 純利益

アーレスティ （4―3月期）

135,300 4,800 4,000 2,500

135,900 1,800 700 400

アーレスティ （4―9月期）

65,500 1,700 1,300 850

65,500 450 40 110

ト
ラ
ッ
ク
部
品
向
け
好
調

　
沖
電
線
　
主
力
の
電
線

・
ケ
ー
ブ
ル
需
要
が
想
定

以
上
に
増
加
し
て
増
収
増

益
を
果
た
し
、
通
期
の
業

績
予
想
を
上
方
修
正
し

た
。
電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
セ

グ
メ
ン
ト
で
は
機
器
用
電

線
、
光
ケ
ー
ブ
ル
、
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
基
板
が
、
産
業

用
機
械
メ
ー
カ
ー
お
よ
び

医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
向
け

で
売
り
上
げ
を
伸
ば
し

た
。
一
方
、
電
極
線
に
つ

い
て
は
、
為
替
の
円
安
で

増
収
と
な
っ
た
も
の
の
、

利
益
面
で
は
前
年
に
続
き

営
業
赤
字
を
計
上
し
た
。

　
ア
サ
ヒ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
　
貴
金
属
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
は
、
触
媒
分
野
か

ら
の
プ
ラ
チ
ナ
・
パ
ラ
ジ

ウ
ム
の
回
収
量
が
増
加
、

平
均
販
売
単
価
も
前
年
同

期
を
上
回
っ
た
。
宝
飾
分

野
か
ら
の
金
・
銀
な
ど
の

回
収
量
・
平
均
販
売
単
価

が
減
少
し
、
セ
グ
メ
ン
ト

売
上
高
は

7・
5％

減
の

3
7
1億

5
0
0
0万

円
、
営
業
利
益
は

20％
減

の

36億

9
0
0万

円
だ
っ

た
。

　
カ
ナ
レ
電
気
　
地
域
に

よ
る
バ
ラ
つ
き
は
見
ら
れ

る
も
の
の
、
日
本
市
場
の

回
復
と
円
安
傾
向
の
継
続

で
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア

市
場
の
停
滞
を
カ
バ
ー

し
、
増
収
増
益
を
確
保
し

た
。
光
製
品
を
は
じ
め
と

し
た
販
促
活
動
の
積
極
化

や
、
海
外
生
産
品
を
中
心

と
し
た
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
な

ど
に
よ
り
、
収
益
改
善
が

進
ん
だ
。

４４
――

９９
月月

業業
績績

１１
――

９９
月月

業業
績績

国
内
堅
調
で

増
収
増
益
確
保

電
線
ケ
ー
ブ
ル

通
期
上
方
修
正

貴
金
属
回
収

営
業
益
２
割
減

測定顕微鏡「ＳＴＭ7」

日
刊
産
業
新
聞
ネ
ッ
ト
版
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コ
ネ
ク
タ
ー
の
端
子
に

使
わ
れ
る
黄
銅
な
ど
の
銅

合
金
の
多
く
は
、
電
気
的

な
接
続
信
頼
性
を
高
め
る

た
め
リ
フ
ロ
ー
錫
め
っ
き

が
施
さ
れ
る
。
だ
が
錫
は

銅
合
金
よ
り
も
軟
ら
か
い

た
め
、
め
っ
き
し
た
コ
ネ

ク
タ
ー
端
子
は
挿
入
時
の

摩
擦
抵
抗
が
増
大
し
て
し

ま
う
欠
点
が
あ
る
。

　
こ
の
ほ
ど
開
発
し
た

「
Ｐ
Ｉ
Ｃ
め
っ
き
」は
、母

材
の
銅
合
金
と
錫
層
の
界

面
に
で
き
る
銅
錫
合
金
層

の
形
状
を
制
御
し
、
部
分

的
に
め
っ
き
表
面
へ
と
露

出
。
錫
よ
り
硬
度
が
高
い

銅
錫
合
金
が
部
分
的
に
現

れ
る
こ
と
で
、
動
摩
擦
係

数
が
オ
ス
端
子
と
メ
ス
端

子
の
両
方
に
Ｐ
Ｉ
Ｃ
め
っ

き
を
施
し
た
場
合
は

30％

弱
、
メ
ス
端
子
に
施
す
だ

け
で
も

10％
以
上
低
減
で

き
る
。

　
銅
錫
合
金
を
表
面
に
露

出
さ
せ
る
低
摩
擦
性
の
錫

め
っ
き
技
術
は
す
で
に
あ

る
。た
だ
、純
粋
な
錫
め
っ

き
部
分
が
減
る
た
め
に
電

気
的
な
接
続
信
頼
性
は
低

下
し
て
し
ま
う
と
い
う
課

題
が
あ
っ
た
。
Ｐ
Ｉ
Ｃ
め

っ
き
は
銅
錫
合
金
層
を
柱

状
に
制
御
し
、
数

間
隔

で
表
面
に
点
在
さ
せ
る
こ

と
で
、
隙
間
に
多
く
の
純

錫
成
分
を
残
存
さ
せ
て
接

続
信
頼
性
を
確
保
す
る
。

　
自
動
車
の
電
装
化
な
ど

を
背
景
に
コ
ネ
ク
タ
ー
は

小
型
化
、
多
ピ
ン
化
が
進

み
、
接
触
面
積
の
増
大
に

よ
り
挿
入
時
の
摩
擦
抵
抗

が
増
大
し
て
い
る
。
コ
ネ

ク
タ
ー
の
接
続
は
現
在
で

も
主
に
手
作
業
で
行
わ
れ

る
た
め
、
挿
入
時
の
摩
擦

が
大
き
い
と
作
業
性
の
低

下
に
つ
な
が
り
、
低
摩
擦

性
め
っ
き
の
ニ
ー
ズ
は
今

後
さ
ら
に
広
が
る
と
み
ら

れ
る
。

　
め
っ
き
を
行
う
の
は
三

菱
伸
銅
の
若
松
製
作
所

（
福
島
県
）。既

存
の
め
っ

き
設
備
で
対
応
で
き
る
た

め
、
増
強
投
資
な
ど
を
行

う
予
定
は
な
い
。

　
銅
管
最
大
手
の
コ
ベ
ル
コ

マ
テ
リ
ア
ル
銅
管
（
本
社
＝

東
京
都
新
宿
区
、
益
野
裕
社

長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
秦
野
工

場
（
神
奈
川
県
）
の
自
然
を

写
し
た
写
真
集
「
秦
野
工
場

の
春
夏
秋
冬
」を
作
製
し
た
。

季
節
ご
と
に
工
場
を
彩
る
花

々
や
、
丹
沢
山
系
を
望
む
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
四
季
の
光
景
な

ど
を
掲
載
。
精
力
的
に
取
り

組
む
緑
化
活
動
の
成
果

を
グ
ル
ー
プ
関
係
者
や

取
引
先
に
紹
介
す
る
だ

け
で
な
く
、
美
し
い
工

場
維
持
の
契
機
に
す
る

意
味
合
い
も
込
め
冊
子

に
ま
と
め
た
。

　
大
城
英
夫
前
社
長
（
現
顧

問
役
）
の
「
工
場
は
最
大
の

広
告
塔
」
と
い
う
方
針
で
、

同
工
場
は

2

0

0

8年
以

降
、
緑
化
活
動
を
一
段
と
推

進
し
て
き
た
。
活
動
の
中
心

を
担
う
秦
野
パ
イ
プ
セ
ン
タ

ー
の
辻
亮
介
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
長
は
、「
当
初
の
緑
化
担

当
は

1人
。
荒
地
が
多
く
剪

定
も
行
き
届
か
な
か
っ
た
」

と
振
り
返
る
。

　
緑
化
担
当
は
そ
の
後

3人

に
強
化
。
形
が
悪
い
木
の
剪

定
や
並
べ
替
え
、
傷
ん
だ
芝

生
の
再
生
な
ど
地
道
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

6年
が
経
過

し
た
現
在
、
工
場
見
学
コ
ー

ス
は
芝
生
が
青
々
と
映
え
、

丹
念
に
手
入
れ
さ
れ
た
ツ
ツ

ジ
や
サ
ツ
キ
が

整
然
と
並
ぶ
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の

桜
並
木
や
、
工

場
を
囲
む
ヒ
マ

ラ
ヤ
ス
ギ
も
壮

観
だ
。

　
写
真
集
は
大

城
前
社
長
の
ア

イ
デ
ア
で
、
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
が

1年
か
け

て
季
節
ご
と
の
写
真
を
撮
り

た
め
、

62㌻
の
冊
子
の
レ
イ

ア
ウ
ト
も
自
ら
手
掛
け
た
。

当
初

1

0

0部
作
製
し
た

が
、
各
部
署
や
グ
ル
ー
プ
工

場
へ
の
寄
贈
で
な
く
な
り
、

2
0
0部

を
追
加
し
た
。

　

6月
の
社
長
交
代
に
際

し
、
大
城
前
社
長
は
記
念
の

石
碑
と
記
念
樹
の
柘
植
を
寄

贈
。
そ
の
様
子
も
写
真
集
に

収
め
ら
れ
る
。
大
城
氏
は
発

刊
に
寄
せ
た
コ
メ
ン
ト
を
、

「『
花
と
緑
の
秦
野
工
場
』
の

伝
統
が
、
長
く
引
き
継
が
れ

る
こ
と
を
祈
念
す
る
」
と
結

ん
だ
。
辻
セ
ン
タ
ー
長
も
、

「
緑
化
は
、ま
だ
完
成
形
で
は

な
く
、
維
持
し
て
い
く
こ
と

も
こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
」
と

力
強
く
語
る
。

題
字
は
大
城
前
社
長

工
場
の
四
季
、
写
真
集
に

コベルコマテ銅管

石碑には三気の力「元気、本気、
根気」と刻んだ

緑化活動の成果、将来につなぐ

三菱マテ低
挿
入
力
錫
め
っ
き
開
発

摩
擦
係
数
を
３
割
低
減

電
気
接
続
信
頼
性
も
確
保

　
再
溶
解
用
の
チ
タ
ン
合

金
ス
ク
ラ
ッ
プ
市
場
に
底

離
れ
気
配
が
出
て
い
る
。

先
に
回
復
し
て
い
た
鉄
鋼

添
加
用
や
純
チ
タ
ン
ス
ク

ラ
ッ
プ
に
続
き
、
長
期
低

迷
す
る
展
伸
材
用
の
リ
サ

イ
ク
ル
原
料
に
お
い
て

も
、「
海
外
か
ら
の
引
き
合

い
が
少
し
増
え
て
き
た
」

（
特
金
ス
ク
ラ
ッ
プ
問

屋
）。米

国
航
空
機
市
場
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
内
で

在
庫
調
整
が
進
展
し
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
よ
う

だ
。

　

64合
金
と
言
わ
れ
る
チ

タ
ン
合
金
ス
ク
ラ
ッ
プ
の

再
溶
解
用
途
は
、
航
空
機

用
や
医
療
用
の
展
伸
材
な

ど
に
向
け
ら
れ
、
チ
タ
ン

ス
ク
ラ
ッ
プ
の
中
で
は
最

も
品
位
が
高
い
。
米
国
国

内
で
チ
タ
ン
在
庫
余
剰
が

顕
在
化
し
た

2
0
0
9年

以
来
、

5年
以
上
に
わ
た

っ
て
市
況
は
低
迷
し
て
い

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
航

空
機
増
産
に
伴
う
ス
ク
ラ

ッ
プ
発
生
の
増
加
な
ど
が

あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
き
て

扱
い
筋
か
ら
は
「
海
外
オ

フ
ァ
ー
も
、
現
物
が
あ
れ

ば
買
う
と
い
っ
た
ス
タ
ン

ス
に
変
わ
っ
て
き
た
」

（
同
）
と
の
声
が
出
て
お

り
、
価
格
指
標
に
は
表
れ

て
い
な
い
も
の
の
、
回
復

の
兆
し
が
あ
る
。
別
の
原

料
問
屋
幹
部
は
、「
航
空
機

の
製
造
現
場
の
加
工
歩
留

ま
り
も
上
が
り
、
よ
う
や

く
ス
ク
ラ
ッ
プ
在
庫
が
減

っ
て
き
た
の
で
は
」
と
み

る
。

　
米
国
で
は
チ
タ
ン
溶
解

に
お
い
て
、
リ
サ
イ
ク
ル

原
料
の
選
別
使
用
が
可
能

な
電
子
ビ
ー
ム
溶
解
炉

（
Ｅ
Ｂ
炉
）や
プ
ラ
ズ
マ
ビ

ー
ム
溶
解
炉
（
Ｐ
Ｂ
炉
）

が
主
流
と
言
わ
れ
て
い

る
。
再
溶
解
用
の
合
金
ス

ク
ラ
ッ
プ
価
格
が
下
が
っ

て
い
た
た
め
、
ス
ポ
ン
ジ

チ
タ
ン
に
対
す
る
ス
ク
ラ

ッ
プ
使
用
の
優
位
性
が
上

が
り
、
使
用
率
は
上
昇
。

し
か
し
一
方
で
、
航
空
機

生
産
に
よ
る
発
生
ス
ク
ラ

ッ
プ
が
順
次
補
充
さ
れ
て

い
た
た
め
、
在
庫
調
整
が

長
期
化
し
て
い
た
。

　
チ
タ
ン
ス
ク
ラ
ッ
プ
の

国
内
市
場
は
低
品
位
（
ス

ソ
物
）
か
ら
回
復
を
た
ど

っ
て
き
た
。
ス
テ
ン
レ
ス

・
特
殊
鋼
の
添
加
用
（
フ

ェ
ロ
チ
タ
ン
用
）
は
今
年

に
入
っ
て
、
大
手
ミ
ル
の

稼
働
率
上
昇
に
合
わ
せ
て

引
き
合
い
が
回
復
。
国
内

展
伸
材
需
要
の
低
迷
と
ス

ク
ラ
ッ
プ
発
生
の
少
な
さ

も
あ
り
、
今
春
に
は
需
給

が
引
き
締
ま
る
局
面
も
あ

っ
た
。

　
純
チ
タ
ン
の
再
溶
解
用

ス
ク
ラ
ッ
プ
に
お
い
て

も
、
発
生
の
少
な
さ
に
加

え
、
国
内
で
電
子
ビ
ー
ム

溶
解
炉
（
Ｅ
Ｂ
炉
）
が
稼

働
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

一
部
で
在
庫
積
み
増
し
が

行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
た

め
、
再
溶
解
用
の
合
金
ス

ク
ラ
ッ
プ
が「
一
人
負
け
」

の
状
態
で
、
鉄
鋼
添
加
用

と
の
価
格
差
も
縮
ま
っ
て

い
た
が
、
こ
こ
に
き
て
チ

タ
ン
ス
ク
ラ
ッ
プ
全
般
が

回
復
す
る
糸
口
が
見
え
て

き
た
。

田中貴金属

色色
素素
増増
感感
型型

太太
陽陽
電電
池池
色色
素素 　　来来
年年
１１
月月
製製
品品
化化

発
電
可
能
波
長
域
が
拡
大

再溶解用も　

　底離れ気配
航空機向け在庫調整進展か

チチ
タタ
ンン
合合

金金
スス
クク
ララ
ッッ
ププ

　
ア
ル
ミ
ネ
（
本
社
＝
大

阪
市
西
区
、
竹
内
正
明
社

長
）
が
こ
の
ほ
ど
発
表
し

た

2
0
1
4年

4―

9月

期
決
算
は
、
一
般
汎
用
線

の
受
注
増
な
ど
で
売
上
高

が
前
年
同
期
比

25・

1％

増
の

47億

3

8

0

0万

円
、経
常
利
益
は

33・

7％

増
の

5億

7
1
0
0万

円

で
増
収
増
益
と
な
っ
た
。

　
営
業
利
益
は

37・

4％

増
の

5億

6

6

0

0万

円
、純
利
益
は

1
2
5・

7

％
増
の

3億

7
7
0
0万

円
だ
っ
た
。
国
内
需
要
は

品
質
管
理
の
強
化
が
奏
功

し
、新
規
の
受
注
が
増
加
。

食
品
分
野
向
け
の
販
売
も

堅
調
に
推
移
し
、
海
外
は

欧
州
向
け
の
一
般
汎
用
線

の
輸
出
が
増
加
し
た
。

　
部
門
別
売
上
は
、
工
作

機
械
向
け
高
強
度
合
金
な

ど
が
好
調
で
鍛
造
用
棒
が

17・

7％
増
加
、
板
条
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
需
要

が
底
上
げ
さ
れ

12・

3％

増
、
一
般
汎
用
線
は

44・

3％
の
大
幅
増
加
と
な
っ

た
。

　
通
期
見
通
し
は
、
売
上

高

87億

8
0
0万

円
、
営

業
利
益

11億

5
5
0
0万

円
、
経
常
利
益

11億

8
9

0
0万

円
、
純
利
益

6億

円
と
す
る
。

　

28日
付
の
中
国
紙
・
中

国
証
券
報
に
よ
る
と
、
深


証
取
に
上
場
す
る
銅
精

錬
大
手
の
雲
南
銅
業
（
雲

南
省
昆
明
市
）
は
、
古
河

電
気
工
業
と
合
弁
設
立
し

た
雲
南
銅
業
古
河
電
気

（
同
）
の
持
ち
株

60％
を

売
却
し
、
合
弁
事
業
か
ら

撤
退
す
る
方
針
だ
。
収
益

性
の
低
い
事
業
の
統
廃
合

の
一
環
で
、
産
権
交
易
所

を
通
じ
同
株
を
最
低

2
7

7
9万

元
で
売
り
出
す
計

画
。

　
雲
南
銅
業
古
河
電
気
は

2
0
0
2年

設
立
で
、
電

化
鉄
道
用
ト
ロ
リ
ー
線
な

ど
を
中
心
に
生
産
す
る
。

13年
通
年
業
績
は
売
り
上

げ
が

6
0
9
0万

元
、
純

利
益
が

81万
元
だ
っ
た

が
、

14年

1―

6月
は
売

り
上
げ
が

2

1

6

0万

元
、
純
利
益
が

68万
元
。

　
一
方
、
同
日
発
表
し
た

雲
南
銅
業
の

14年

1―

9

月
決
算
は
、
純
損
益
が
前

年
同
期
の

15億

1
5
0
0

万
元
の
赤
字
か
ら

9
3
0

0万
元
の
黒
字
に
転
換
し

た
。
売
り
上
げ
は
同

59・

4％
増
の

4
6
4億

5
5

0
0万

元
。
陰
極
銅
の
販

売
拡
大
や
コ
ス
ト
削
減
が

寄
与
し
た
。（
時
事
）

　
【
黒
部
】
Ｙ
Ｋ
Ｋ
は

29

日
、
富
山
県
黒
部
市
の
工

機
工
場
（
フ
ァ
ス
ナ
ー
専

用
機
械
部
品
工
場
）
の
建

設
に

78億
円
を
投
資
す
る

と
発
表
し
た
。
築

50年
が

経
過
し
て
い
る
既
存
の
工

場
を
取
り
壊
し
た
跡
地

に
、
精
密
機
械
工
場
と
し

て
世
界
的
に
も
珍
し
い
窓

の
あ
る
工
場
を
建
設
。
自

然
採
光
の
積
極
的
な
導
入

に
よ
り
労
働
環
境
の
質
を

向
上
さ
せ
て
生
産
性
を
高

め
る
。本
年

12月
に
着
工
、

2
0
1
6年

4月
の
操
業

開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

　
Ｙ
Ｋ
Ｋ
の
フ
ァ
ス
ニ
ン

グ
事
業
と
Ａ
Ｐ
事
業
の
専

用
機
械
・
ラ
イ
ン
を
開
発

・
製
造
す
る
工
機
技
術
本

部
が
新
工
場
を
建
設
す

る
。
延
床
面
積
は

2万

6

0
6
9平

方
㍍
で
地
上

2

階
建
て
の
鉄
骨
造
。
フ
ァ

ス
ナ
ー
専
用
機

械
、
部
品
生
産

ラ
イ
ン
、
金
型

部
品
生
産
ラ
イ

ン
を
導
入
す

る
。
設
計
・
施

工
は
竹
中
工
務

店
。
ま
た
「
社

員
が
自
ら
考

え
、
進
化
し
続
け
る
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
、

5

年
後
あ
る
い
は

10年
後
な

ど
の
将
来
、
製
造
技
術
が

変
化
し
て
も
対
応
で
き
る

よ
う
な
自
動
化
ラ
イ
ン

と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
柔

軟
性
を
備
え
た
工
場
レ
イ

ア
ウ
ト
を
設
計
し
た
。

　
工
場
に
窓
を
設
置
す
る

こ
と
に
よ
る
温
度
や
湿
度

上
昇
、
異
物
混
入
と
い
っ

た
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
精
密
機
械
部
品
の
安

定
生
産
を
担
保
す
る
高
度

な
温
度
、
湿
度
、
振
動
管

理
も
実
施
。
自
然
採
光
の

導
入
に
よ
る
社
員
の
働
き

や
す
さ
と
両
立
さ
せ
て
生

産
効
率
を
高
め
る
。

　
環
境
面
で
は
光
や
水
と

い
っ
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
積
極
的
に
取
り
込
む
。

自
然
採
光
や
黒
部
扇
状
地

の
地
下
伏
流
水
（
表
層
地

下
水
の
地
中
熱
）
の
活
用

な
ど
を
通
じ
て
、
使
う
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
従
来
比
で

25

％
削
減
す
る
。
工
業
用
水

量
も

70％
減
ら
す
。

　
生
産
効
率
の
向
上
に
つ

い
て
は
、
製
造
工
程
を
見

直
す
こ
と
で
、
機
械
部
品

の
製
造
工
程
面
積
を
従
来

の

4万
平
方
㍍
か
ら

50％

減
の

2万
平
方
㍍
に
す

る
。
分
散
し
て
い
る
製
造

ラ
イ
ン
の
集
約
と
機
械
組

立
ラ
イ
ン
も
直
結
さ
せ

て
、
受
注
か
ら
出
荷
ま
で

の
一
貫
生
産
工
場
を
構
築

す
る
。
こ
れ
に
よ
り
生
産

リ
ー
ド
タ
イ
ム
を

50％
短

縮
。
生
産
コ
ス
ト
も

20―

30％
引
き
下
げ
た
い
考
え

だ
。

きょうの紙面

三
筒
産
業
が
創
業

50周
年
…
社
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
３
面
）

ア
ル
ミ
圧
延
品
、
９
月
も
生
産
増
加
続
く

（

11面
）

リ
オ
・
テ
ィ
ン
ト
が
東

北
復

興
イ
ベ
ン
ト

１
面

ア
ル
ミ
ネ
経
常
益

34％
増

４
―
９
月
一
般
汎
用
線
が
好
調

　
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
は

29日
、
連
結
子
会
社
の
三
菱
伸
銅
（
本
社
＝
東
京

都
品
川
区
、
堀
和
雅
社
長
）
と
共
同
で
自
動
車
用
コ
ネ
ク
タ
ー
の
接
続
時

に
電
気
的
信
頼
性
を
維
持
し
な
が
ら
摩
擦
抵
抗
を
低
減
で
き
る
錫
め
っ

き
技
術
を
開
発
し
た
と
発
表
し
た
。
錫
め
っ
き
の
表
面
に
、
数

間
隔
で

固
い
銅
錫
合
金
を
露
出
さ
せ
る
こ
と
で
動
摩
擦
係
数
を
約

30％
低
減
で

き
る
。
サ
ン
プ
ル
提
供
は
す
で
に
行
っ
て
お
り
、

5年
後
を
め
ど
に
同
め

っ
き
で
年
間

8億
円
の
売
り
上
げ
を
目
指
す
。

ＹＫＫ黒
部
工
機
工
場
に

78億
円

16年
４
月
操
業
窓
設
置
で
自
然
採
光

　
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
東
京
都
千

代
田
区
、
田
苗
明
社
長
）

は

29日
、
グ
ル
ー
プ
の
製

造
事
業
を
手
掛
け
る
田
中

貴
金
属
工
業
（
同
）
が
、

色
素
増
感
型
太
陽
電
池
用

の
ル
テ
ニ
ウ
ム
錯
体
色
素

「
Ｄ
Ｘ（
ダ
イ
エ
ッ
ク
ス
）」

を

2
0
1
5年

1月
か
ら

製
造
販
売
す
る
と
発
表
し

た
。
発
電
可
能
な
波
長
域

が
従
来
よ
り
も
広
が
り
、

太
陽
電
池
を
高
効
率
化
で

き
る
。
低
コ
ス
ト
な
次
世

代
太
陽
電
池
と
し
て
注
目

さ
れ
る
色
素
増
感
型
太
陽

電
池
の
本
格
普
及
に
貢
献

す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ

れ
る
。
年
間

2億
円
の
売

り
上
げ
を
目
指
す
。

　
Ｄ
Ｘ
は
、
東
京
大
学
先

端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ

ー
の
瀬
川
浩
司
教
授
ら
が

技
術
開
発
し
た
増
感
色

素
。
従
来
の
ル
テ
ニ
ウ
ム

増
感
色
素
で
は
波
長
が
長

く
吸
収
で
き
な
か
っ
た
近

赤
外
光
を
効
率
よ
く
吸
収

し
発
電
で
き
る
。
田
中
貴

金
属
工
業
は
東
京
大
学
か

ら
ラ
イ
セ
ン
ス
を
受
け
、

Ｄ
Ｘ
の
国
際
特
許
を
共
同

出
願
し
た
。
現
在
は
製
造

設
備
の
構
築
を
進
め
て
い

る
。

　
従
来
の
色
素
増
感
型
太

陽
電
池
で
は
、
発
電
可
能

な
光
の
波
長
域
上
限
が

8

0

0
㍍
程
度
だ
っ
た

が
、
Ｄ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
色
素

で
は

1
0
0
0

㍍
以
上

ま
で
向
上
。
こ
れ
を
用
い

た
高
性
能
太
陽
電
池
は
、

有
機
系
太
陽
電
池
と
し
て

世
界
最
高
レ
ベ
ル
と
な

る
、

1平
方
㌢
㍍
当
た
り

30㍉

以
上
の
光
電
流

と
、

10・

0％
以
上
の
高

い
変
換
効
率
を
実
現
し

た
。

　
色
素
増
感
型
太
陽
電
池

は
、
多
孔
質
の
酸
化
チ
タ

ン
に
吸
着
し
た
色
素
が
光

を
吸
収
し
、
酸
化
チ
タ
ン

へ
と
放
出
す
る
こ
と
で
発

電
す
る
仕
組
み
を
活
用
し

た
も
の
。
シ
リ
コ
ン
系
太

陽
電
池
よ
り
も
起
電
効
率

で
は
劣
る
が
、
低
照
度
で

も
変
換
効
率
が
落
ち
に
く

く
、
太
陽
光
の
入
射
角
に

依
存
し
な
い
た
め
、
新
た

な
用
途
へ
の
展
開
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
低
コ
ス
ト

・
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
製
造

で
き
る
特
徴
も
あ
る
。

　
田
中
貴
金
属
工
業
と
東

京
大
学
は
今
後
、
波
長
約

8
0
0

㍍
以
下
の
可
視

光
を
吸
収
す
る
従
来
型
色

素
と
Ｄ
Ｘ
を
組
み
合
わ
せ

た
タ
ン
デ
ム
セ
ル
の
開
発

や
Ｄ
Ｘ
の
さ
ら
な
る
高
効

率
・
高
耐
久
化
を
進
め
る
。

ＤＸを使用した色素増感型太陽電池

　
古
河
電
気
工
業
は

29

日
、
中
国
で
の
合
弁
会
社

「
雲
南
銅
業
古
河
電
気
」

に

60％
出
資
す
る
現
地
パ

ー
ト
ナ
ー
の
雲
南
銅
業

が
、
親
会
社
の
雲
南
銅
業

集
団
に
株
式
を
売
却
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

古
河
電
工
の
持
ち
株
比
率

40％
は
変
わ
ら
な
い
。

　
今
回
は
、
雲
南
銅
業
側

の
事
業
見
直
し
施
策
の
一

環
と
し
て
、
合
弁
相
手
の

所
有
株
変
更
が
行
わ
れ

た
。
た
だ
し
、
雲
南
銅
業

古
河
電
気
に
対
す
る
現
地

で
の
協
業
体
制
は
従
来
通

り
で
、
電
化
鉄
道
用
ト
ロ

リ
ー
線
の
製
造
・
販
売
を

継
続
し
て
い
く
。

会
見
す
る
大
谷
渡
副
社
長

古
河
電
工
は

合
弁
事
業
継
続

持
ち
株
比
率
も
維
持

め
っ
き
の
断
面
イ
メ
ー
ジ
図

ＩＷＣＣ
秋季予測銅

需
給
は
バ
ラ
ン
ス

14―

15年
、
生
産
伸
び
鈍
く

通期経常赤字

31億円に縮小
円安・販売増が寄与

東
邦
チ
タ
ニ
ウ
ム

　
世
界
の
大
手
電
線
・
伸

銅
メ
ー
カ
ー
が
加
盟
す
る

国
際
銅
加
工
業
者
協
議
会

（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
Ｃ
）
は

27日
、

2
0
1
4年

、

15年
の
世

界
銅
地
金
需
給
予
測
を
ほ

ぼ
バ
ラ
ン
ス
と
発
表
し

た
。
年
間
需
要

2
1
0
0

万
―

2
2
0
0万

㌧
に
対

し
、

14年
は

2万

3
0
0

0㌧
、

15年
は

8
0
0
0

㌧
の
供
給
不
足
を
予
想
。

5月
公
表
の
前
回
予
測
で

は
わ
ず
か
な
が
ら
余
剰
バ

ラ
ン
ス
と
み
て
い
た
が
、

生
産
の
伸
び
が
鈍
く
タ
イ

ト
気
味
に
傾
く
。

　

5月
時
点
で
は

14年
の

供
給
予
測
を
前
年
比

4・

2％
増
の

2
1
5
9万

5

0
0
0㌧

、
需
要
に
対
し

5
0
0
0㌧

の
余
剰
と
し

て
い
た
。
最
新
予
測
で
は

同

3・

4％
の
伸
び
に
と

ど
ま
り
、
需
要
の
伸
び
の

ほ
う
が
若
干
上
回
る
。
鉱

石
生
産
の
見
込
み
は
同

1

・

2％
増
の

1
8
2
0万

2
0
0
0㌧

で
、
前
回
予

測
の
同

3・

6％
増

1
8

5
8万

6
0
0
0㌧

か
ら

下
振
れ
た
。

　

15年
も
地
金
の
供
給
・

需
要
の
前
年
比
伸
び
幅
が

ほ
ぼ
等
し
く
、
需
給
均
衡

の
状
態
が
続
く
見
通
し
。

前
回
予
測
で
は
供
給
の
伸

び
が
需
要
の
伸
び
を
上
回

り
、
供
給
余
剰
幅
が

11万

5
0
0
0㌧

に
広
が
る
と

み
て
い
た
。
鉱
石
生
産
量

は
最
新
予
測
で
同

7・

1

％
増
の

1
9
4
9万

6
0

0
0㌧

と
置
い
た
。

　
需
要
の
地
域
別
内
訳
を

見
る
と
、
最
大
消
費
国
の

中
国
は

14年
見
込
み
が
同

6％
増

9
6
6万

3
0
0

0㌧
、

15年
予
測
が
同

5

％
増
の

1
0
1
4万

8
0

0
0㌧

。

15年
に
は
不
動

産
市
場
の
回
復
期
待
を
一

部
織
り
込
む
。

　
欧
州
連
合

28カ
国
は

3

0
4万

―

3
0
5万

㌧
、

日
本
は

94万
―

95万
㌧
前

後
で
、

14―

15年
と
ほ
ぼ

横
ば
い
。
米
国
は

14年
見

込
み
で
同

2・

7％
増
の

1
8
8万

㌧
、

15年
予
測

で
同

2・

7％
増
の

1
9

3万
㌧
と
し
た
。

国際銅加工業者協議会の
世界銅需給予測

単位：1000㌧

13年
14年

（見込み）
15年

（予測）

供給 20,677 21,379 22,001

需要 20,657 21,402 22,009

バランス 20 23 8

古
河
電
工
合
弁
見
直
し

中
・
雲
南
銅
業
、
業
績
低
迷
で

　
東
邦
チ
タ
ニ
ウ
ム
は

29

日
、

2
0
1
5年

3月
期

の
経
常
損
益
が

31億
円
の

赤
字
（
前
期
は

51億

5
7

0
0万

円
の
赤
字
）
に
な

る
見
通
し
だ
と
発
表
し

た
。
従
来
予
想
は

45億
円

万
円
の
赤
字
だ
っ
た
。
純

損
益
も
従
来
予
想
か
ら

13

億
円
引
き
上
げ
、

27億
円

の
赤
字
（
前
期
は

54億

9

8
0
0万

円
の
赤
字
）
と

し
た
。
円
安
の
進
行
や
チ

タ
ン
イ
ン
ゴ
ッ
ト
の
販
売

増
、
コ
ス
ト
削
減
の
取
り

組
み
な
ど
で
、

4―

9月

の
赤
字
幅
が
予
想
を
下
回

っ
た
た
め
。

　
併
せ
て
発
表
し
た

14年

4―

9月
期
の
連
結
決
算

は
、
売
上
高
が
前
年
同
期

比

11・

7％
増
の

1
6
8

億

3
0
0
0万

円
、
経
常

損
益
が

37億

4
1
0
0万

円
の
赤
字
（
前
年
同
期
は

32億

9
3
0
0万

円
の
赤

字
）。従

来
予
想
は
売
上
高

が

1
5
3億

円
、
経
常
損

益
が

45億
円
の
赤
字
だ
っ

た
。

　

1㌦
＝

95円
の
同
社
想

定
よ
り
円
安
が
進
行
し
た

こ
と
で
輸
出
品
の
採
算
が

改
善
し
、
利
益
を
押
し
上

げ
た
。
チ
タ
ン
イ
ン
ゴ
ッ

ト
の
販
売
が
想
定
を
上
回

っ
た
こ
と
も
寄
与
し
た
。

　
東
邦
チ
タ
は
今
年

4

月
、
茅
ケ
崎
工
場
（
神
奈

川
県
茅
ヶ
崎
市
）
の
ス
ポ

ン
ジ
と
イ
ン
ゴ
ッ
ト
の
生

産
能
力
の
縮
小
や
、
全
従

業
員
の
約

15％
に
相
当
す

る

1
5
0人

規
模
（
非
正

規
社
員
を
含
む
）
の
人
員

削
減
な
ど
の
合
理
化
策
を

発
表
し
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
コ
ス
ト
低
減
の
取
り

組
み
も
上
期
の
業
績
改
善

の
一
因
と
な
っ
た
。

　
同
社
は

5月
の
会
見

で
、
下
期
は
若
松
工
場

（
北
九
州
市
若
松
区
）
で

行
っ
て
い
る
ス
ポ
ン
ジ
チ

タ
ン
の

5割
減
産
を
順
次

縮
小
し
、
年
度
末
に
は
フ

ル
操
業
に
戻
す
計
画
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
積
層

コ
ン
デ
ン
サ
ー
向
け
触
媒

販
売
も
上
期
よ
り
増
加
が

見
込
め
る
こ
と
か
ら
、
下

期
は
小
幅
な
が
ら
黒
字
が

確
保
で
き
る
と
し
て
い

る
。


